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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
希
望
に
輝
く
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
村
行
政
に
多
大
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
世
界
各
国
で
甚
大
な
災
害
が
発

生
し
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
日
本
に
お
き
ま
し
て
は
、
火
山
噴

火
・
東
日
本
大
震
災
・
更
に
近
畿
を
直
撃
し
た
台

風
十
二
号
に
よ
る
大
災
害
な
ど
・
悲
惨
を
極
め
る

年
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
天
川
村
で
も
こ
の
台
風
十
二
号
に
よ
り
、

未
曾
有
の
大
災
害
を
被
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
国
や
県
の
ご
高
配
を
は
じ
め
、
村
内
外
よ
り

多
く
の
皆
様
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
物
心
両
面
に

わ
た
る
ご
支
援
を
賜
り
、
少
し
ず
つ
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
復
興
に
向
け
進
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
、
誠

に
有
難
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
一
方
な
ら
ぬ

ご
労
苦
を
お
掛
け
致
し
た
事
と
存
じ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
に
と
疲
れ
た
体
に
鞭
打
っ
て

懸
命
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
頭
の
下
が
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
九
尾
以
西
の
皆
様
方
に
は
、
村
を
二
分

す
る
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
に
よ
り
長
期
間
に
亘
り

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

朝
六
時
過
ぎ
よ
り
夜
九
時
ま
で
の
間
は
、
通
行

規
制
が
解
除
さ
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

満
足
し
て
頂
け
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

と
こ
ろ
を
、
ご
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

年
は
替
わ
り
ま
し
た
が
、
村
道
・
林
道
等
い
ま

だ
手
付
か
ず
の
被
災
現
場
が
数
多
く
あ
り
、
ま
た

観
光
の
面
に
お
い
て
も
大
き
な
痛
手
を
被
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
一
日
も
早
い
復
旧
に

努
め
て
参
り
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

天川村長

森本　靖順
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選挙人名簿　12月定時登録
平成23年12月２日役場会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の定時登録が行わ

れました。
今回の定時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

９月４日に冷水地区の深層崩壊で発生した土砂ダ

ムによる河川の異変をいち早く察知し、役場へ即座

に状況を連絡するなど的確な判断で、住民の人命が

救われたことが評価され、坪内の西岡康博さんが平

成23年11月27日に防災功労者知事表彰を受賞されま

した。

◇償却資産の申告について
村内に償却資産（事業用資産）を所有する個人又は法人は、毎年１月１日現在の所有状況を村に

申告しなければなりません。毎年申告されている方には、役場住民課から12月下旬に申告書類を送
付しますので、申告内容に移動のない場合でも、その旨申告していただく必要があります。また、
新たに申告が必要な方は、役場住民課に申し出てください。

申告受付期間　　　平成24年１月4日（水）～１月31日（火）

◇固定資産についての届出
固定資産税は、毎年１月１日現在の所有者に課税されます。住宅や車庫を建築した場合、取り壊

した場合などは忘れずに届け出てください。
（届出の種類）

○家屋建築届・・・・・・・住宅や車庫などを新築又は増改築した場合
○家屋滅失届・・・・・・・住宅や車庫などを解体した場合
○納税義務者変更届・・・・未登記の建物を売買、相続等により取得した場合
届出に必要なもの：印鑑（納税義務者変更届は新・旧所有者の印鑑）

問合せ先　住民課　税務係　163－0321

選挙人名簿の登録について

住民課よりお知らせ

防災功労者知事表彰受賞について

男 女 合計

23．9．2の選挙人名簿登録者数（定時登録） 709 817 1,526

名簿抹消者数 8 7 15

名簿登録者数 2 6 8

23．12．2の選挙人名簿登録者数 703 816 1,519
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このたび、長崎大学名誉教授の銭谷武平氏（洞川出身・奈良市在住）から、村に７１３冊にも及
ぶ書籍の寄贈がありました。
これらの書籍は、銭谷先生が所蔵されていた天川村に関する一般書・研究書であり、１２月１４

日に弟である銭谷伊直氏から村に目録を頂き、村長より感謝状の贈呈を行ないました。銭谷先生ど
うもありがとうございました。
村では、銭谷先生のご厚意に感謝すると共に今後は、広く村民の皆様に書籍を有効活用されるよ

うに考えていきたいと思います。

図書の寄贈を受けました

村民みんなの財産！
みなさまには、本年は昨年にも増してのご愛顧、一回でも多くの
ご利用を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

『いい風呂』お正月営業のお知らせ 『いい風呂』お正月営業のお知らせ 『いい風呂』お正月営業のお知らせ 

村営温泉等３施設は、２・３日に臨時営業
※１月2日（月）・3日（火）は、午後１時から午後5時30分受付終了（午後6時閉館）

（4日からは通常営業・休館となります。）

ご家族お揃いで、お正月「初風呂」へ！

大きなお風呂で、

ばっちりぬくもるよ～！

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

銭谷　武平　氏 銭谷　伊直　氏
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平成23年11月３日に洞川剣道倶楽部五心会が財団法人・全日本剣道連盟より表彰されました。
「少年剣道教育奨励賞」とは、剣道の普及・将来の発展を図るために、少年剣道の奨励・指導の

充実、特に少年剣道の指導面で大会などの成績に関係なく、剣道の底辺を支えている団体・組織等
に対して、その労に報いるとともに志気を鼓舞するため、表彰されるものです。
また全日本剣道連盟の奈良県代表としても選ばれました。
洞川剣道倶楽部五心会の皆様、おめでとうございます！

平成23年度「少年剣道教育奨励賞」表彰

洞川剣道倶楽部五心会

少年剣道教育奨励賞　賞状

剣道指導者

車　谷　健　三　　角　谷　甚四郎　　中　山　三智弘

増　谷　英　樹　　小　屋　敏　巳　　小　屋　敏　典

銭　谷　春　樹　　井　口　　　章　　井　口　寛　也
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事業所の皆様方へ

前年中に給与（専従者給与を含む）・賃金等を支払われた方は、受給者ごとに給与支払報告書を
２部、１事業所につき総括表を１部作成し、その受給者の１月１日現在に住民登録されている市町
村に１月末までに提出していただくことになっています。
平成23年中支払分のものについては下記のとおりですので、お早めに提出をよろしくお願いします。

１．提 出 期 限 平成24年１月31日（火）です。＊整理の都合上なるべくお早めに提出してください。
２．提　出　先 住民課住民税係へ提出してください。
３．提 出 方 法 郵送もしくは持参してください。
４．提出義務者 平成23年中に給与、賃金等を支払われた事業主（個人・法人を問いません）です。
５．提出対象者 １．平成24年１月１日現在、天川村に居住している者で１月１日現在において、

前年から継続して勤務している者（給与額の多寡を問いません）。
２．前年中に退職している者のうち、給与支払額が30万円を超えている者。30

万円以下の者の分については提出しないこともできますが、出来る限り提
出にご協力頂きますようお願いします。

３．アルバイト・パート等少額所得者や、青色専従者につきましても、提出の
義務がありますのでご注意ください。

【総括表】について
・事業所につき、１枚作成してください。その際、押印も忘れずにお願いします。
・特別徴収・普通徴収・退職者の人数を記入し、提出前に個人別明細書の提出枚数と総括表に記入
した人数と一致しているか再度ご確認ください。
・被扶養者名、前職加算額等は必ず個人別明細書摘要欄に記入してください。
【給与支払報告書（個人別明細書）】について
・１人につき２枚提出してください。
・「住所」「氏名（フリガナ）」「生年月日」は本人に確認のうえ必ず間違いの無いように記入してく
だい。
・「適要欄」については次の事項に注意してください。
〇扶養者等がある場合には氏名続柄を記入してください。 年少扶養者には氏名の後に「年少」の
記載をお願いします。
〇前職分を含んでいる場合には、その支払者・支払金額・社会保険料の金額・源泉徴収税額・退
職年月日を記入してください。
〇（特定増改築等）住宅借入金等特別控除の適用を受けた者については、その適用を受けた家屋
又は増改築等をした部分を居住の用に供した年月日を記載してください。なお、住宅借入金等
特別控除額が算出税額を超えるため、年末調整で控除しきれない控除額がある場合には、「住宅
借入金等特別控除可能額」を記載してください。
〇事業所の中にやむを得ず普通徴収を希望する者がいる場合は普通徴収と記入してください。
〇中途退職者につきましては、退職年月日を記入してください。

※12月初旬に各事業所様宛に案内しておりますが、提出もれが無いように宜しくご協力お願いします。
尚、手書きの給与支払報告書（個人別明細書）や総括表が必要な場合は、住民課住民税係りにお

問い合わせ下さい。
お問合せ先：　住民課住民税係　163－0321

給与支払報告書の提出について
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広報で数回にわたりお知らせしてきました戸籍事務の電算化がいよいよ
スタートします。
今回のコンピュータ化によって、文章だった記載内容が項目化されて見

やすい戸籍になります。電算化されることにより戸籍がどう変わり、住民
の皆様にどのようなサービスが提供できるかをご紹介します。

◆除籍や原戸籍は今まで通りです。

新しいコンピュータ化後の戸籍には、婚姻や死亡等によりすでに戸籍から除かれている方や離婚
や離縁などの一部の事項が記録されていない場合があります。その除かれた事項等の記載が必要な
場合には「平成改製原戸籍（手数料１通７５０円）」をご請求下さい。除籍や原戸籍は４月初旬にコ
ンピュータ化されますので、それまでは今まで通りの形式で発行します。

◆戸籍の附票も電算化されます。

戸籍の附票とは、その戸籍ができてからの住民登録の異動を記録したものです。
コンピュータ化後の戸籍の附票には、コンピュータ化された時点での現住所のみを記録し、その

後の異動を追加して記録していきます。
これまでの戸籍の附票は「改製原附票」として５年間保存されます。（手数料１通３００円）

◆本籍の地番表示が一部変わります。

本籍で「○○番地の○」という地番表示については、「の」の記載をとって、「○○番地○」とい
う地番表示になります。
これは表示が変わるだけであって、本籍地番が変更されるということではありません。

正確かつ迅速な窓口サービスの提供を目指しますのでご理解とご協力をお願いします。

◆お問い合わせ先　住民課　戸籍係　TEL 163－0321

平成24年1月16日（月）
戸籍事務がコンピュータ化されます

平成24年1月16日（月）
戸籍事務がコンピュータ化されます

変更項目 今までの証明書 コンピュータ化後
戸籍謄本 戸籍全部事項証明書

名　　　称
戸籍抄本 戸籍個人事項証明書
Ｂ４判横長（２つ折り）

様　　　式
Ｂ５判縦長

Ａ４判縦長

書　　　式 縦書き（文章体） 横書き（項目化）
用　　　紙 白紙 改ざん防止用紙
公　　　印 朱肉印 電子印（黒色）
手　数　料 ４５０円 ４５０円（変更なし）
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気温の変化が激しく、乾燥する冬はインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの感染性の病気

が流行しやすい季節です。感染予防のために、「うがい・手洗い」を習慣として、自分自身の健康を守りま

しょう。また、万一かかってしまった場合でも、みんなで「咳エチケット」を実行することで感染の拡大

を防ぐことができます。ご自身の健康と一緒に、周りの方の健康にも、心遣い・思いやりの気持ちで、「咳

エチケット」を実施していただきますよう、皆さまのご協力をお願いします。

●「咳エチケット」って？

１．咳・くしゃみの際には、ティッシュなどで口と鼻を押さえ、

他の人から顔をそむけて、１ｍ以上離れる。

２．鼻水やたんなどを含んだティッシュをすぐにふた付きの

ゴミ箱に捨てる。

３．咳をしている人にマスクの着用を促す。

４．マスクは正しく着用する。

はたちの献血キャンペーン　：　1月1日～2月29日

毎年、冬季は血液が不足します。近年は特に献血者の減少がみられ、冬場の血液不

足は深刻になっています。そこで、はたちを迎える若い方を中心に献血のご協力をお

願いしています。奈良県では常に血液が不足しており、近隣の府県に血液を頼んでい

るような状況です。血液は、一刻をあらそう患者さんの命をつなぎます。現在の科学

では、人工的に血液を造ることはできません。みなさんの善意のご協力が、現代の医学を支え、命をささ

えています。どうぞよろしくお願いします。

※献血バスの情報は、下記（ほほえみポート天川）までお気軽にお問い合わせ下さい。

今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさん、ふるってご参加ください☆

お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、みなさまのお越しをお待ちしております。

※　参加対象・・・生後4ヶ月～幼稚園入園前までの親子

※　持ち物・・・タオル・お茶　など

※　送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

保 健 事 業
の お 知 ら せ

うさちゃんくらぶのご案内

乳がん個別検診のお知らせ（最終のご案内です）

はたちの献血　キャンペーン

日　程 時　間 会　　場 内　　　容 申込み
10：30～ 節分のまめまきをしよう！

1月19日（木）
12：00

ほほえみポート天川
コップ鬼であそぼう♪

不　要

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。
＊　インフルエンザ予防接種実施日は一般診察は休診となります。

日 曜日

1 日 閉　　　　館　　　　日（元日）

2 月 閉　　　　館　　　　日

3 火 閉　　　　館　　　　日

4 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 燃焼

5 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

6 金 診　　察 診　　察 燃焼

7 土 閉　　　　館　　　　日

8 日 閉　　　　館　　　　日

9 月 閉　　館　　日（成人の日）

10 火 診　　察 検 査 日 燃焼

11 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 資源１

12 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

13 金 診　　察 診　　察 燃焼

14 土 閉　　　　館　　　　日

15 日 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表
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日 曜日

16 月 診　　察 診　　察 燃焼

17 火 診　　察 検 査 日 資源１

18 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室

19 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10：30～ 資源２

20 金 診　　察 診　　察 燃焼

21 土 閉　　　　館　　　　日

22 日 閉　　　　館　　　　日

23 月 診　　察 診　　察 燃焼

24 火 診　　察 検 査 日 資源１

25 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室

26 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

27 金 診　　察 診　　察 燃焼

28 土 閉　　　　館　　　　日

29 日 閉　　　　館　　　　日

30 月 診　　察 診　　察 燃焼

31 火 診　　察 検 査 日 資源１

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

（予約）
粗大

（予約）
粗大

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表
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この冬休み、子どもたちが安全で、楽しい日々を過ごせますよう地域の皆様のご協力
をよろしくお願い致します。

今、子どもたちが危ない！！

《やまびこ運動》にご協力をお願いします。
天川村青少年健全育成協議会

安全で　楽しい冬休みをおくるために
☆ 毎日の計画をたて、けじめのある生活をおくりましょう。
☆ 心のこもったあいさつや言葉づかいをしましょう。
☆ 交通安全に気をつけましょう。（特にせまい道からの飛び出しや自転車の乗り方等に注意
しましょう。）

☆ 外出する時には、防犯ブザーを忘れずに持ちましょう。
☆ 遊びに行くときは、『だれと、どこへ行く、いつ帰る』など伝えておきましょう。
☆ 夕方は、暗くなる前に家に帰りましょう。
☆ 夜の外出は、家の人といっしょにしましょう。
☆ 各学校・園のきまりを守りましょう。
☆ 知らない人にさそわれても、ついて行かない。
☆ ナイフや危険ながん具を持たない。
☆ 火遊びをしない。（マッチ・ライター等を持ち歩かない。）
☆ 手洗い、うがいを心がけ、インフルエンザの予防につとめましょう。

これはよいこと？　わるいこと？　よく考えて行動しよう！

青少年の健全育成をめざして
☆ 無免許運転、危険な暴走運転や深夜の迷惑な運転（騒音）をなくしましょう。
☆ 交通安全の面から、民家密集地での路上駐車はやめましょう！
☆ 青少年の深夜外出には、制限があります！（奈良県青少年の健全育成に関する条例）
保護者は、青少年（６歳以上18歳未満の者）を深夜（午後11時から翌日の午前4時まで）
に外出させないように。
☆ 未成年者の喫煙・飲酒行為の絶無！
☆ 子どもたちを有害な情報（インターネット・メール・図書・ビラ等）から守りましょう。

2011年冬号

天川村の子どもたちを　守り育てるのは 
　　　　　　わたしたち大人の　そして　地域の責任です！ 
天川村の子どもたちを　守り育てるのは 
　　　　　　わたしたち大人の　そして　地域の責任です！ 

子 ど も は 地 域 の 宝  子 ど も は 地 域 の 宝  

2011年冬号
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皆様に快適に冬季を過ごしていただくため、また電気を効率よくお使いいただくための暖房器具
の省エネのポイントをご紹介させていただきます。
関西電力では、冬の電力の安定供給を確保に向けて最大限努力しておりますが、原子力発電所が

定期点検等で再稼働できないため、今年の冬も大変厳しい需給状況となる見込みで、皆様に節電の
協力をお願いすることとなりました。

特に節電にご協力いただきたい期間は、12月19日（月）～3月23日（金）平日の9時～21時と
なります。
●暖房機器は、エアコン・こたつ・電気カーペット・電気ストーブなど種類によって暖まり方が違
います。寒い冬を暖かく過ごすために、機器を上手に選んでお使いいただき、節電に協力頂きま
すようお願いいたします。

関西電力　奈良県節電協議会　天川村

冬における省エネのポイントと節電のお願い

暖房機器 特　徴 省　エ　ネ　の　ポ　イ　ン　ト

エアコン 部屋全体を効率
的に暖めるに
は、エアコンが
最適です。

フィルターの掃除はこまめに
フィルターは、2週間に一度を目安に清掃すると、ホコリの目詰ま
りによる暖房能力の低下を防ぐことができます。
※自動清掃機能が付いているタイプはこの機能を利用しましょう。
カーテンやブラインドなどで冷気の進入をカット
日射がない時間に部屋を暖める場合は、カーテンやブラインドを閉
めて窓から冷気が入ってくるのを防ぐと省エネになります。
風向きは下向きに
暖かい空気は上昇するため、効率よく部屋を暖めるにはエアコンの
風向きを下向きにしましょう。また、扇風機やサーキュレーターで
天井にたまりがちな暖気を循環させるとより効率的です。

こたつ 足元全体が暖ま
ります。

電気カーペ
ット

接触した部分か
ら熱が伝わり、部
屋の広さ・使い
方にあわせて大
きさが選べます。

電気ストー
ブ

速暖性があり、
温風暖房や輻射
暖房など種類が
多く、用途に応
じて選べます。

機器本体と床との間に敷物を・こたつの掛け布団は2枚に
機器本体の下に断熱効果のあるマットなどを敷くと、熱が床下に逃
げにくくなり、省エネになります。また、こたつは掛け布団を２枚
にすることで、保温効果を高め、設定温度を低めにしても暖かく感
じられます。

機器を上手に選んで必要な暖かさを
電気ストーブ、パネルヒーター、ハロゲンヒーターなどは、短時間
使用する寒い脱衣所やトイレなど、部分的に暖めたい時に活用する
ことをおすすめします。
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●
平
成
二
十
四
年
二
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、

全
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
、
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を

同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
す
る
我
が
国
唯
一
の
調
査
で
す
。

●
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業

振
興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
支
社
等
の
な
い
事
業
所
等
に
は
、
調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票

を
お
配
り
し
ま
す
。

●
支
社
等
を
有
す
る
企
業
に
は
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
が
民
間
事

業
者
を
通
じ
て
本
社
等
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
二
月
一
日
以
降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
御
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村
経済センサス-活動調査については、キャンペーンサイト

をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm
経済センサスキャラクター

経済センサス 検索

1 2 3 4



●
入
札
参
加
に
必
要
な
資
格
●

・
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十

七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
程
に
よ
り
、
国
土
交
通

大
臣
若
し
く
は
知
事
が
行
う
経
営
事
項
審
査
を
受
け

て
い
る
こ
と
。

・
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
建
設
業

を
営
む
者
。

・
過
去
二
年
間
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
一
六

七
条
の
四
の
規
程
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

・
そ
の
他
法
令
等
の
規
程
に
よ
り
営
業
に
関
し
免
許
・

許
可
・
登
録
・
認
可
等
を
要
す
る
場
合
は
、
申
請
時

に
お
い
て
当
該
免
許
・
許
可
・
登
録
・
認
可
等
を
受

け
て
い
る
こ
と
。

当
村
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
競
争
入
札
に
参
加
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
請
を
も
と
に
作
成
さ
れ
る
名
簿
は
、

村
発
注
す
る
全
て
の
建
設
工
事
の
競
争
入
札
に
使
用
さ

れ
ま
す
。

①
　
受
付
期
間

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
（
水
）
〜
平
成
二
十
四

年
二
月
二
十
九
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
九
時
〜
正
午
、

午
後
一
時
〜
午
後
五
時
ま
で
）

☆
　
建
設
工
事
　
☆

②
　
提
出
場
所

〒
六
三
八
―
〇
三
九
二

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
沢
谷
六
十
番
地

天
川
村
役
場
　
地
域
政
策
課

1
〇
七
四
七
―
六
三
―
〇
三
二
一
（
内
一
五
二
）

②

提
出
方
法

持
参
・
郵
送
（
二
月
二
十
九
日
必
着
）
ど
ち
ら
で

も
可
。

※
郵
送
の
場
合
は
受
領
書
返
信
の
た
め
、
返
信
用
の

封
筒
（
八
〇
円
切
手
を
貼
っ
た
物
）
か
ハ
ガ
キ
を

同
封
し
て
下
さ
い
。

④
　
有
効
期
限

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度

※
追
加
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

⑤
　
申
請
様
式

国
土
交
通
省
統
一
様
式
（
Ａ
四
版
）
ま
た
は
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
下
さ
い
。

⑥
　
提
出
書
類
（
必
須
提
出
書
類
）

※
Ａ
四
版
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て
提
出
（
フ
ァ
イ
ル

色
指
定
ピ
ン
ク
色
）

①
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書

②
営
業
所
一
覧
表

③
業
態
調
書

④
委
任
状（
支
店
等
に
権
限
を
委
任
す
る
場
合
に
限
る
）

⑤
経
営
審
査
事
項
結
果
通
知
書
（
写
し
）

※
最
新
の
経
営
審
査
事
項
結
果
通
知
書
の
写
し

⑥
使
用
印
鑑
届
け
（
原
本
）

⑦
印
鑑
証
明
書
（
写
し
）

⑧
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
の
み：

写
し
）

⑨
建
設
業
許
可
証
明
書
（
写
し
）

⑩
工
事
経
歴
書
（
経
営
事
項
審
査
申
請
時
の
書
類：

写
し
）

⑪
納
税
証
明
書
（
直
前
年
度
決
算
分：

写
し
）

《
法
人
の
場
合
》

・
法
人
税

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
都
道
府
県
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

・
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

・
役
員
の
滞
納
が
な
い
証
明

《
個
人
の
場
合
》

・
所
得
税

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
都
道
府
県
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

・
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

当
村
が
発
注
す
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

の
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
と
お

り
関
係
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
請
を
も
と
に
作
成
さ
れ
る
名
簿
は
、

村
発
注
す
る
全
て
の
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

の
競
争
入
札
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

①
　
受
付
期
間

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
（
水
）
〜
平
成
二
十
四

年
二
月
二
十
九
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
九
時
〜
正
午
、

午
後
一
時
〜
午
後
五
時
ま
で
）

②
　
提
出
場
所

〒
六
三
八
―
〇
三
九
二

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
沢
谷
六
十
番
地

☆
　
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
　
☆

14

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度

天
川
村
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
提
出
要
綱



・
法
人
税

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
都
道
府
県
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

・
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

《
個
人
の
場
合
》

・
所
得
税

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
都
道
府
県
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

・
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

当
村
が
発
注
す
る
物
品
製
造
等
の
競
争
入
札
に
参
加

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
請
を
も
と
に
作
成
さ
れ
る
名
簿
は
、

村
発
注
す
る
全
て
の
物
品
製
造
等
の
競
争
入
札
に
使
用

さ
れ
ま
す
。

①

受
付
期
間

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
（
水
）
〜
平
成
二
十
四

年
二
月
二
十
九
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
九
時
〜
正
午
、

午
後
一
時
〜
午
後
五
時
ま
で
）

②
　
提
出
場
所

〒
六
三
八
―
〇
三
九
二

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
沢
谷
六
十
番
地

天
川
村
役
場
　
地
域
政
策
課

1
〇
七
四
七
―
六
三
―
〇
三
二
一
（
内
一
五
二
）

③
　
提
出
方
法

持
参
・
郵
送
（
二
月
二
十
九
日
必
着
）
ど
ち
ら
で

も
可
。

※
郵
送
の
場
合
は
受
領
書
返
信
の
た
め
、
返
信
用
の

☆
　
物
品
製
造
等
　
☆

封
筒
（
八
〇
円
切
手
を
貼
っ
た
物
）
か
ハ
ガ
キ
を

同
封
し
て
下
さ
い
。

④
　
有
効
期
限

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度

※
随
時
受
付
し
ま
す
。

⑤
　
申
請
様
式

国
土
交
通
省
統
一
様
式
（
Ａ
四
版
）
ま
た
は
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
下
さ
い
。

⑥
　
提
出
書
類
（
必
須
提
出
書
類
）

※
Ａ
四
版
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て
提
出
（
フ
ァ
イ
ル
色

指
定
黄
色
）

①
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
（
様
式
一
〜
三
）

②
営
業
所
一
覧
表

③
委
任
状
（
支
店
等
に
権
限
を
委
任
す
る
場
合
に
限

る
）

④
使
用
印
鑑
届
け
（
原
本
）

⑤
印
鑑
証
明
書
（
写
し
）

⑥
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
の
み：

写
し
）

⑦
納
税
証
明
書
（
直
前
年
度
決
算
分：

写
し
）

《
法
人
の
場
合
》
　
　
　
　

・
法
人
税

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
都
道
府
県
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

・
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

《
個
人
の
場
合
》

・
所
得
税

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・
都
道
府
県
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

・
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
証
明

15

天
川
村
役
場
　
地
域
政
策
課

1
〇
七
四
七
―
六
三
―
〇
三
二
一
（
内
一
五
二
）

③
　
提
出
方
法

持
参
・
郵
送
（
二
月
二
十
九
日
必
着
）
ど
ち
ら
で

も
可
。

※
郵
送
の
場
合
は
受
領
書
返
信
の
た
め
、
返
信
用

の
封
筒
（
八
〇
円
切
手
を
貼
っ
た
物
）
か
ハ
ガ

キ
を
同
封
し
て
下
さ
い
。

④
　
有
効
期
限

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度

※
追
加
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

⑤
　
申
請
様
式

国
土
交
通
省
統
一
様
式
（
Ａ
四
版
）
ま
た
は
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
下
さ
い
。

⑥
　
提
出
書
類
（
必
須
提
出
書
類
）

※
Ａ
四
版
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て
提
出
（
フ
ァ
イ
ル

色
指
定
青
色
）

①
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
（
様
式
一
〜
三
）

②
営
業
所
一
覧
表

③
技
術
者
経
歴
書

④
委
任
状
（
支
店
等
に
権
限
を
委
任
す
る
場
合
に
限

る
）

⑤
使
用
印
鑑
届
け
（
原
本
）

⑥
印
鑑
証
明
書
（
写
し
）

⑦
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
の
み：

写
し
）

⑧
登
録
証
明
書
等
（
写
し
）

⑨
測
量
等
実
績
調
書
（
写
し
）

⑩
納
税
証
明
書
（
直
前
年
度
決
算
分：

写
し
）

《
法
人
の
場
合
》
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お し ら せ

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

大
人
も
か
か
る

リ
ン
ゴ
病（
伝
染
性
紅
斑
）

幼
児
、
学
童
で
み
ら
れ
る
軽
い
風
邪
症
状

の
後
に
頬
が
赤
く
な
る
リ
ン
ゴ
病
（
伝
染
性

紅
斑
）
は
、
ヒ
ト
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
Ｂ
１
９

の
飛
沫
感
染
（
※
一
）
や
接
触
感
染
（
※
二
）

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
流
行
す
る
季
節
は

春
か
ら
夏
と
さ
れ
ま
す
。

子
供
さ
ん
が
感
染
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
具

合
が
悪
く
な
る
こ
と
も
な
く
自
然
に
治
癒
し
、

頬
が
赤
く
な
っ
て
診
断
が
つ
く
頃
に
は
感
染

力
も
消
失
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
深
刻
な
病

気
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
大
人
が
感
染
し
た
場
合
、
時
に

強
い
多
発
性
関
節
痛
、
手
足
の
む
く
み
、
だ

る
さ
、
発
熱
な
ど
の
多
彩
な
症
状
を
招
く
こ

と
が
あ
り
、
膠
原
病
な
ど
他
の
病
気
と
間
違

わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
妊
婦
さ
ん
が

感
染
す
る
と
流
産
や
死
産
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
な
り
得
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
免
疫
を
獲
得
し
て
い
る
人
は
、
大
人
に
お
い

て
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ン
ゴ
病
（
伝
染
性
紅
斑
）
は
、
四
〜
五

年
周
期
で
流
行
が
訪
れ
ま
す
が
、
平
成
二
十

三
年
は
患
者
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
や
特
別
の
治
療
法
が
な
い
た
め
、

特
に
妊
婦
さ
ん
な
ど
は
、
お
住
ま
い
の
地
域

で
リ
ン
ゴ
病
が
流
行
し
て
い
る
時
期
に
は
、

マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
な
ど
の
予
防
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

（
※
一
）
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
咳
や
く
し
ゃ
み

に
よ
り
拡
散
し
て
感
染
す
る
こ
と
。

（
※
二
）
源
感
染
に
皮
膚
や
粘
膜
な
ど
が
直
接

触
れ
る
か
、
も
し
く
は
病
原
体
が
付
着
し

た
タ
オ
ル
や
容
器
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で

感
染
す
る
こ
と
。

奈
良
県
医
師
会

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）
一
月
十
日

（
火
）
午
後
二
時
〜
午
後
三
時
　
予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）
一
月
十
七
日
（
火
）
午
前
十
時

〜
午
前
十
一
時
　
予
約
必
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）
一
月
十
九
日
（
木
）
午
後
二
時

〜
午
後
三
時
　
予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）
一
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
二
時
〜

午
後
三
時
　
予
約
必
要

▼
場
　
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階
　
県

民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅

か
ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二
　
橿
原
市

内
膳
町
五
―
五
―
八
　
奈
良
県
医
師
会
各
主

催
部
会

1
〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

▼
年
金
所
得
者
申
告
手
続
不
要
制
度
の
創
設

に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
分
の
公
的
年
金
等
の
収
入

吉
野
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
三
年
第
七
回
天
川
村
議
会
臨
時
会

が
、
十
一
月
二
十
二
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま

し
た
。
会
期
に
つ
い
て
は
十
一
月
二
十
二
日
の

一
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
、

同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

臨
時
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇
天
川
村
災
害
援
護
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
制

定
に
か
か
る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▽
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
当
該
世
帯

に
対
し
災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
う

た
め
基
金
を
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の

貸
し
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
災
害
弔
慰
金
の
支
給
額
等
に
つ
い

て
同
法
の
規
定
に
準
じ
、
所
要
の
改
正
を
行

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇
平
成
二
十
三
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

承
認
事
項

▽
一
六
六，

三
五
九
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二，
三
二
六，
二
六
九
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
三
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水
道
事

業
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
一，

五
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
〇，

三
八
三
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
三
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
二，

七
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
五
七，

五
二
八
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

〜
契
約
の
変
更

◇
弥
仙
橋
橋
梁
架
設
下
部
工
（
Ａ
一
）
工
事
に

か
か
る
請
負
契
約
の
変
更
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
弥
仙
橋
橋
梁
架
設
下
部
工
（
Ａ
二
）
工
事
に

か
か
る
請
負
契
約
の
変
更
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
工
期
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

〜
契
約
の
締
結
〜

◇
み
た
ら
い
休
憩
所
改
築
工
事
に
か
か
る
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
み
た
ら
い
休
憩
所
改
築
工
事
の
請
負
契
約
に

関
す
る
も
の
で
す
。

◇
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
▽
天
川
村
大
字
洞
川
一
五
二
番
地
　
松
谷
光
尚

氏
を
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

同
意
事
項

可
決
事
項

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
三
年
第
七
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
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◎
木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
品
製
造
業

（
製
材
熟
練
等
）：

時
間
額
八
百
十
六
円
、

日
額
六
千
五
百
二
十
七
円
（
平
成
元
年
一

月
二
十
五
日
発
効
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先：

奈
良
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
1
〇
七
四
二
―
三
二
―
〇
二
〇

六
▼
日
時：

平
成
二
十
四
年
二
月
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

▼
場
所：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
三
階
イ
オ
ン

ホ
ー
ル（
橿
原
市
曲
川
町
七
町
目
二
〇
―
一
）

▼
相
談
内
容：
登
記
、
人
権
、
戸
籍
、
供
託
、

公
証
（
遺
言
等
）
相
談

▼
そ
の
他：

当
日
は
、「
相
続
登
記
」
及
び

「
成
年
後
見
」
の
講
演
会
を
併
設
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先：

奈
良
地
方
法
務
局
総

務
課
（
予
約
受
付
先
）
1
〇
七
四
二
―
二
三

―
五
五
三
四

二
十
歳
を
迎
え
る
と
、
様
々
な
権
利
と
と

も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

皆
様
方
の
中
に
は
、「
年
金
な
ん
て
先
の
こ

と
だ
か
ら
関
係
な
い
。」
な
ん
て
思
っ
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
て
、
や
が
て
誰
に
も
訪
れ
る
老
後
の
所
得

保
障
だ
け
で
な
く
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の

安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
お
互

い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
現
役
世
代

の
負
担
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
基
礎

年
金
の
半
分
は
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る

た
め
、
現
在
二
十
歳
の
方
も
納
付
し
た
保
険

料
以
上
の
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
さ
ら
に

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
変
有
利
で
す
。
た

だ
し
、
加
入
の
手
続
き
や
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、「
あ
の
と
き
に
・
・
・
」
と

後
悔
す
る
前
に
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
取
り
ま
し
ょ
う
！

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場
合
は
、「
学
生
納

付
特
例
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保

険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
で
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
・
天
川
村

I N F O R M A T I NO

金
額
が
四
百
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
同

年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
平
成
二
十
三
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
、
住
民
税
の

申
告
は
必
要
で
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
）。

な
お
、
国
税
の
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合

に
該
当
し
て
も
、
医
療
費
控
除
等
に
よ
る
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
吉
野

税
務
署
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
せ
先

吉
野
税
務
署
（
吉
野
郡
吉
野
町
丹
治
二
〇

〇
番
一
）
1
〇
七
四
六
―
三
二
―
三
三
八
五

特
定
最
低
賃
金
は
、
奈
良
県
内
の
特
定
の

産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
限
定
し
て
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
で
す
。

●
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業：

時
間
額
七
百

九
十
七
円
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十

五
日
発
効
）

●
電
機
関
係
製
造
業：

時
間
額
七
百
九
十
七

円（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
発
効
）

◎
自
動
車
小
売
業：

時
間
額
七
百
九
十
七
円

（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
発
効
）

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
発

電
用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機
械
器
具

産
業
用
電
気
機
械
器
具
、
民
生
用
電
気
機

械
器
具
製
造
業

▼
奈
良
県
最
低
賃
金：

時
間
額
六
百
九
十

三
円
（
平
成
二
十
三
年
十
月
七
日
発
効
）

十
一
月
号
の
十
頁
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
四
段
目
三
十
三
行
目
】

誤：

1
〇
三
―
五
四
〇
〇
―
五
四
四
三

正：

1
〇
三
―
五
四
〇
〇
―
四
三
三
四

訂
正
と
お
詫
び

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
（
奈
良
地
方
法
務
局
）
開
設

の
お
知
ら
せ

天川村義援金・見舞金

金、31 , 3 2 0 , 1 7 6円

平成23年12月１日

現在までの累計額

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、1 0 0 , 0 0 0 円

洞川　尾上 伊都子 様

（亡母、照代様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、1 0 0 , 0 0 0 円

北小原　水口 勝資 様

（亡母、小菊様ご供養として）

ありがとうございました

特
定
最
低
賃
金
　
改
定
の
お
知

ら
せ



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 26.03トン
前月比 55.81％
前年同月比 87.12％

不燃 3.23トン
前月比 68.14％
前年同月比 99.38％

資源 6.69トン
前月比 95.71％
前年同月比 94.64％

粗大 2.16トン
前月比 50.12％
前年同月比 161.19％

11月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成

23年
12月

31日
発
行
　
通
巻
419号

村のうごき

人
口

1,710人
（
＋
１
）

2011年
11月

30日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女896人
（
－
１
）

男814人
（
＋
２
）

世
帯
数

750戸
（
＋
２
）

12月３日（土曜日）天川幼稚園において「なかよし会」を開催いたしました。
この度のなかよし会は、台風１２号により保育活動が天川幼稚園・旧天川西小学校の二か所
で行われている中で「子ども達の頑張りや元気を天川村の皆様に届け繋げたい」そんな願いを
込めて開催いたしました。
ご来賓・地域の方・保護者の方の温かなご声援をいただき、子ども達はいつもとは違った雰
囲気の中で、快い緊張感を味わいながら、日頃の練習の成果を力いっぱい発揮してくれました。
演技を終えた子ども達の顔は、自信と満足感にあふれ生き生きと輝いていました。
子ども達の頑張りや元気が天川村の皆様に届くことは間違いないでしょう！

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 

合唱
どんぐりころころ
たきび　さんぽ

合奏
こぎつね

“ロック民謡・親子ソーラン”年中4歳児

“打て打てＧＥＮＫ太鼓！”年長5歳児

“どこのこきのこ”年少3歳児

“乙女のポリシー”年中4歳児


